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52kDa

POU2F2

POU2F2; OCT2; OTF2; POU domain; class 2, transcription factor 2; Lymphoid-restricted
immunoglobulin octamer-binding protein NF-A2; Octamer-binding protein 2; Oct-2;
Octamer-binding transcription factor 2; OTF-2
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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、POUドメインファミリーのホメオボックス含有転写因子です。コードされるタンパク質は、免疫グロブリン遺伝子プロモーターにおける一般的な転写因子結合部位であるオクタマー配列5'-ATTTGCAT-3'に結合します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年10月],機能:オクタマーモチーフ（5'-ATTTGCAT-3'）に特異的に結合する転写因子。免疫グロブリン遺伝子発現の活性化に加えて、多くの組織における転写を制御します。NR3C1、AR、およびPGRによる転写活性化を調節します。アイソフォーム5はU2低分子核RNA（snRNA）プロモーターを活性化します。,類似性:POU転写因子ファミリーに属します。クラス2サブファミリー。,類似性:ホメオボックスDNA結合ドメインを1つ含む。,類似性:POU特異的ドメインを1つ含む。,サブユニット:NR3C1、AR、およびPGRと相互作用する。,組織特異性:アイソフォーム3はB細胞特異的である。アイソフォーム5はB細胞および免疫グロブリン発現T細胞株Molt-4で発現するが、T細胞株BW 5147では発現しない。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達；転写；ドメインファミリー；発達ファミリー；OCT
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	OCT2抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	OCT2抗体を用いたCOS7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Oct-2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

